
12.6

12.8

13.0

13.2

13.4

13.6

13.8

14.0

14.2

14.4

14.6

2/23 3/2 3/9 3/16 3/23

（％）

2年国債

14.11

3.40

3.50

3.60

3.70

3.80

3.90

4.00

4.1025.5

26.0

26.5

27.0

27.5

28.0

28.5

29.0

2/23 3/2 3/9 3/16 3/23

円/トルコ・リラ（左軸）

トルコ・リラ/米ドル(右軸、上下反転）

トルコ

リラ

高

安

26.30

3.98

1/1

トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は1週間を通して見ると対米ド

ル、対円で下落しました。またトルコの2年国債金利は

上昇しました。

米国の通商政策に対する懸念が高まり、投資家のリ

スク回避姿勢が強まったことや、ドイツのメルケル首相

がトルコやロシアのシリア内戦への関与を強く非難した

ことからトルコの対外関係の悪化が懸念され、1週間を

通して見ると為替、金利ともに軟調な推移となりました。

またトルコ・リラについては23日（日本時間）に対米ド

ル、対円で過去 安値を更新しました。背景には取引

の少ない時間帯に個人投資家のロスカットなどの売り

が集中したことが寄与したとみられています。

【トルコ・リラ 為替推移】

（円/トルコ・リラ） （トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週は2017年10－12月期のGDP（国内総生産）や貿

易収支の発表が予定されています。前年同期比で見

たGDP成長率については、前期から鈍化するものの、6

％台の高成長を維持すると見込まれています。

エルドアン大統領はEU（欧州連合）のトゥスク大統領と

ユンケル欧州委員長と会談する予定となっています。

2016年のクーデター未遂事件以降、トルコのEU加盟交

渉は停滞しており、悪化している関係改善が期待され

ます。

引き続き、トルコと欧米諸国の関係性やそれに伴う政

府関係者の発言については、今後もトルコの金融市場

に影響を及ぼす可能性があり、状況を注視していく必

要があると考えています。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し

【2018年3月17日～2018年3月23日までの推移】

（2018年2月23日～2018年3月23日）

【トルコ 金利推移】
（2018年2月23日～2018年3月23日）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。

2018年3月27日
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